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研究方法
 房総半島東岩の地表に冷ける上総層群の岩相層序
 地表およぴ九十九里沿岸地域地下を中心とした微化石層序の概要
 九十九里沿岸の各坑井にむける微化石層序と対比
 1.D-28号井
 2.OT-2号井
 3.X-1号井
 4.Y-40号井
 5、TR-1号井
 6.総括
 各ZonUleの古環境の考察むよびその地域的変化
 千葉県下ガス田地域内にむける上総膚群各層の層厚と岩相
 千葉県下ガス田地域の上総層群堆積の地史と地層生成過程に関する考察
 微化石層序を基礎にした鉱床地質学的考察
 要約むよび結言
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論文内容要旨
 千葉県下の天然ガス田は,新潟ガス田とともにわが国最大級のガス田の一つである南関東ガス則
 .地帯の主要部分を占め,南関東に沿いては,開発の実績、生産量ともに他県の追随を許さぬものが
 ある。このガス田のガス鉱床は.南関東ガス田地帯を形成する鮮新世ないし洪積世初期の大きな堆
 積盆地り東半蔀に位置し,天然ガスはこの堆積盆地を構成する上総層群とよばれる一一連の砂泥互層
 中に胚胎している。この上総層群は,主として三士知芳の研究によ9。10の層(FORMATION)
 に区分されてむり,これらの諸層は,いずれも整合関係をもって接し,軟体動物をはじめ,有孔虫
 類,珪藻類、放散虫類、貝形類等の多数の化石を含んでいる。これらのうち,とくに有孔虫化石は
 天然ガスの探鉱開発の上に大きな役割を果してむ払底棲有孔虫は地層群の細かレ・分帯,対比むよ
 び堆積環境推定の上に,注た浮遊性有孔虫は広域にわたる対比の⊥に極めて有効である。
 筆者は数年来,千葉県下のガス田にむいて天然ガスの探鉱,開発の実務に従事するかたわら、工
 として微化石層位学的齢よび鉱床地質学的観点か脳有孔虫化石の資料を中心として研究を進めて
 来た。この研究において筆者は・まず地表にお・ける従来の微化石層序の資利を基準としてガス田内
 に掘削された坑井の微化石層序との対比をこ＼ろみ.それをさらに各抗弁間の対比に発展させ,ガ
 ス田全域の微化石層序を確立することにつとめた。また電気検層図より判読される坑井地質資料か
 ら、各層の厚さ,砂層厚.含砂層率等を算出し層相の変化語よびその分布等を検討した。さらに筆
 者は。日本近海をはじめとする世界各地域にむける現生有孔虫の生態学的資料から,上総層群堆蹟
 当時の地史的背景のもとに設ける地層生成過程を考察し,あわせて鉱床地質学的観点から考えられ
 る二三の問題について論じた。
 以上のような筆者の研究によって.あきらかにされた諸点は次の通りである。
 L筆者が主としてあつかった九十九里沿岸地域の坑井資料からすれは、上総層群は11の有孔虫
 zonuleに区分され,これらのzonuleはいづれも地表と抗弁,あるいは坑井相互間の対比の上に有
 効である。各zonllleの内容については,第1表に示す通りである。
 2.九十九里沿岸地域の断面では.南西から北東に岩相はいちじるし(変化するが,化石相の変化
 は少なく・対上討容易であり,また県下地域の抗弁資料とも容易に対比することができる。
 3、北東銚子方面に向って各zOI〕uleとも一・一般に厚さを減少し,基盤に対して収斂する様相青星寸
 ろ。
 またこれとと“`各ZOlluleの化石相も若干の変化をみせている。ずなわち地域により群集組
 成に若干の変化がみられ,またzonulel/〔よっては北東に向って尖滅しているものもある。また
 全般的に堆積盆地縁辺部の近ぐでは,相接するzonule相互間に化石種のcontaminationがみら
 れ,zonuleの境界は不鮮明なものになっている。
 4.分帯された各zonuleの堆積環境を考察すると.千葉市以東地域に寿いでは,上総層群最下部は
 や㌧浅海性の海進初期の条件下の堆積相を示し,黄和田層から梅ケ瀬層の間は完全なba七hya1の
 環境の堆積物であり、梅ケ瀬堆積期には海域の拡がりは最も広範となり,国本層堆積期以後は海
 退期に入ってneriticないしそれ以浅の浅い環境を持ち,全体として単調な一サイクルの堆積論
 廻を示す。
 5・このよう在地史的背景のもとに,地層生成過程を考察すると,東方からの海進の進行とともに,
 上総層群下部層は南東に厚く,上部層は北西に厚い。これらの事実から巨視的に見て堆積の中心
 は南東から北西に移動して行ったものと考えられる。また各層の砂層の分布をみると,大原層以
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 下むよび国本層の砂層は比較的規則正しぐ分布し,黄和田層ではや㌧不規則に大田代,梅ケ瀬層
 ではいちじるしく不規則な分布を呈している。このような事実から,大陳層以下かよび国本層等
 の砂層は.比較的浅いところに多量の砂が発達するという常識的な生成過程ででき上ったものが
 大部分と考えら;抗、一方ホ毎ケ瀬1曽.大田代1膏の砂1曹はturbidi七yCUrren仁等1てよる二1欠的な運搬,
 堆積の結果でき上ったものが大部分と考えられる。
 6、以上のような考え方を基礎に鉱床地質学的な観点から検討すると,梅ケ瀬層,大田代層のよう
 に深い堆陵環境をもち,安定した時期に堆積した泥岩は。ガス発生の原物質を多量に含んでいた
 ものと考えられ,母岩として好適であり.またこのような泥岩に爽在する砂岩が,浅海からの二
 次的な運搬、堆積の結果出来上っていて.砂粒の分級.淘汰がす(“れていることは貯留岩として
 最も好ましい条件にあると考えられる。これまで千葉市以東地域にむいて,梅ケ瀬層,大田代層
 の両届準が最もめざましい生唾実績をあげている事実の第…義的な要因はこの辺にあると考えら
 れる。一方千葉市西方地域では、大田代層準以上の化石相がいちじるしぐ浅海性のものに変化し,
 これらの層準の鉱床としての性格もか凍り異なったものであることが推定される。また変相の境
 目附近は、相接する地域の堆積速度,基盤沈降速度等の差から,特殊た地質構造,基盤の形態等
 の存在も予想され,これら千葉市以東,千葉市以西・化石相の変り目附近のかのかの、地域につ
 いては、それぞれ異なった角度から探鉱を進める必要があると考えられる。
 このように千架県下の天然ガス田については、現在の段階では,すでにその微化石層位学的,鉱
 床地質学的な面に関する大綱が明らかにされたと言い得るが,なむ今後の研究にまつべき幾多の問
 題点が残されてむり・また上述のように微化石層位学的研究は,現在すでに実務面にむいて単なる
 城井間の対比のための機械的作業の域を脱し,袖の種々の地質学的方法と併用することにより,ガ
 ス層の生成、その優劣等を診断するための極めて有効な一つの研究方法となりっつあり,その意味
 に於いても筆者は天然ガスの探鉱・開発の実務に従事する者としての立場から,今後さらに残され
 た問題点を中心として微化石層位学的方法を中心に研究を進めたい所存である。
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論文審査要旨
 樋口雄は我国最大のガス田の一つである千葉県のガス田開発に数年来従事し,そのかたわら主と
 して有孔虫化石による微化石層位学的見地から,ガス田を構成する上総層群の生成過程を研究し,
 「千葉県ガス田地域に設ける微化石層位学的研究」と題する主論文にまとめ,参考論文4篇を同時
 に提出して学位申請をしたのである。
 樋口はまず底棲性有孔虫類によって地層群の分帯対比,堆積環境を考察し,浮遊性有孔虫類によ
 って広域対比を確実にし、多数の坑井の電気検層図から層厚の変化,地層中の含砂率を検討し,各
 地層堆積当時の地史的背景を究明した¢)である。それらは主論文の12章にわたって述べられてい
 るが,樋[コが明かにした主』要な、点は,
 (1)九十九里沿岸地域から得られた多数の坑井資料が千葉県の標準化石層序として適当であり,そ
 れによると11の化石層序に区分された。
 〔2)化石帯対比による九十九里沿岸の地質断面図によると,東西から北東にかけて各化石帯の厚さ
 は若しく薄くなり,時には尖滅する。従って各化石帯の特徴種も若干はその組成を異にする。
 (31各化石帯の堆積環境は・上総層群最下部では浅海性の海進初期の条件を満して痴り,黄和田層
 から梅ケ瀬層にかけて深ぐなり,国本層堆積後は海退期に入ったものと考えられる。
 (4)千葉県ガス田の地層群堆積過程を全体としてまとめると,東方から海進に始って,堆積の
 中心部は南東から北西に移動し、大原層以下及び国本層の砂質部は比較的浅い海に堆積したもの
 であるが,梅ケ瀬層及大田代層の砂質部は深い海の乱堆積によるこ次的成因のものが多いという
 ことを解析した。
 (5)以上のような地史的背景から,梅ケ瀬層,大田代層のような深い堆積環境を持ち,そのとき堆
 積した泥岩は,ガス発生の原物質を多量に含み母岩として好適であり,その泥岩に爽在する砂岩
 が二次的な成因なために、かえって分級,淘汰が逆によくなり,貯溜岩として最適なものとなっ
 たと考察している。そのようなことは千葉市以東地域で,両層が最もめざましい生産実績をあげ
 ていることから、その地質学的理由を解明したものとして注目すべきこと＼考えられる。一方千
 葉市西方では大田代層より上位の地層が著しく浅海性のものとなり,これらの層準が最早ガス鉱
 床としては多くを期待することができない理由ともなっていると述べている。
 以上は千葉県ガス田の有孔虫化石群による解析として重要な研究であって、参考論文として提出
 した発表済の4篇もそれに関連したものであ鉱樋口が学位を申請した論文としては,充分な内容
 と業績をあげたものと審査員一同は樋口雄提出の論文は、理学博士の学位論文として合格と認める。
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